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しが 県博協だより 

 

第26号               滋賀県博物館協議会 

 

しが県博協だより第26号は、2013年７月25日に締結された一般社団法人環びわ湖大学・地域コンソーシ 

アムとの協定について、その趣旨と取組みとして行われた「滋賀県の博物館・美術館の外国人利用促進 

事業」を紹介します。また、平成25年度に開催した３回の研修会「博物館実習の現状と課題～『三方よ 

し』の実習は現実可能か～」（情報交換会）、「日本の博物館・美術館における外国人利用の現状と課 

題～博物館のおもてなしを考える～」（情報交換会）、「博物館・資料館における虫菌害対策の今後」 

（情報交換会）と記念事業として実施した滋賀の博物館・美術館逸品展「滋賀の博物館・美術館 美と 

歴史のおもてなし SHIGA MUSEUM TOUR」の開催結果を報告します。加えて、新規加盟間の「ヤンマー 

ミュージアム」をご紹介します。 

 

一般社団法人環びわ湖大学・地域コンソーシアム

との協定について 
 

地域の発展に寄与 
 

滋賀県博物館協議会は、平成25年７月25日（木）午

後２時から滋賀県公館で、一般社団法人環びわ湖大

学・地域コンソーシアムと「連携協力に関する協定」

の締結式を開催しました。締結式には、滋賀県総合政

策部長、滋賀県教育次長を来賓に迎え、川口理事長（環

びわ湖大学・地域コンソーシアム）と篠原会長（滋賀

県博物館協議会）および双方の関係者が出席して、川

口理事長と篠原会長が協定書に署名しました。 

今回の連携協力は、平成24年12月15日に開催した

「環びわ湖大学・地域交流フェスタ2012」において、

「大学と博物館等の連携を考える」をテーマに意見交

換を行った取り組みから実現したもので、滋賀県にお

ける人的・知的資源の交流・活用を図り、教育・文化、

人材育成、まちづくり等の分野で協力しあい、地域の

発展に寄与することを目指します。 

篠原会長は、博物館等は新しい公共の場として地域

学・地域論を見据えた役割が求められており、博物館

や美術館等を学生のフィールドワークの拠点として

活用してもらい、一緒にアイデアを出しながら地域の

活性化に役立つ取り組みを具体化させたいと挨拶し

ました。協定内容としては、 

・教育・文化の振興、発展のための連携 

・人材育成のための連携 

・まちづくりのための連携 

 ・その他両者が協議して必要と認める連携 

の４つを挙げ、締結期間は協定締結の日から１年間と

するが、有効期間満了の日の１か月前までに改廃の申

し入れがないときは更新されます。 

 平成25年度は、文化庁の「地域と共働する美術館・

歴史博物館活動支援事業」の補助金を使用し、「滋賀

県の博物館・美術館の外国人利用促進事業」を展開し

ました。具体的には、外国人留学生を含む大学生とと

もに、県内の博物館・美術館のガイドブック制作や外

国人向けの展示会やワークショップを行い、海外に向

けての滋賀の魅力発信を行いました。 

（琵琶湖博物館 山川千代美） 

連携協力に関する協定書を前に 

左：環びわ湖大学・地域コンソーシアム  

理事長  川口清史（立命館大学長） 

右：滋賀県博物館協議会  

会長 篠原 徹（滋賀県立琵琶湖博物館長） 
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平成25年度 研修事業実施報告 
 

第1回研修会 
情報交換会 

「博物館実習の現状と課題～『三方よし』の実習は実

現可能か～」 

 

A．趣 旨 

大学から要請される博物館実習を如何に行うかは、

滋賀県内の美術館・博物館においても大きな課題とな

っている。その原因のひとつとして、大学や学生が求

める実習像と各館が実施する実習内容との整合性を

図るための情報交換の場が不足していることから、追

手門学院大学で博物館学の教鞭を執られている瀧端

真理子氏を招き、大学側が求める博物館実習の理想像

について、文部科学省の意向、大学の変化、学生の声

などを織り交ぜながら講演していただいた。また、講

演後の自由討論では、各館・大学・学生の実情を話し

ながら、博物館にとっても、大学にとっても、そして

学生にとっても有益となる「三方よし」の博物館実習

のあり方について議論した。 

B．日 時 平成 25年 9月 12 日（木）13:30～16:00 

C．会 場 彦根城博物館 講堂 

D．講 師 瀧端真理子氏（追手門学院大学 教授） 
 

E．参加者 12 館 30 名（うち加盟館外５名） 

 

講演概要 

１．理想の学芸員とは 

ICOM（International Council of Museums：国際

博物館会議）の定款では博物館の定義は、「社会とそ

の発展に奉仕する非営利恒久機関」とされている。こ

のことは、博物館という制度やシステムそのものを存

続させることが目的ではなく、あくまで人間とその環

境に関する資料を収集・保存・調査研究・伝達・展示

することで、人間と人間を取巻く環境を持続させるこ

とが博物館の目的であることを示している。従って、

博物館の将来的なビジョンを描き、実行できる学芸員

が「理想の学芸員」といえる。例えば、近年、JAZA

（Japanese Association of Zoos and Aquariums：公

益社団法人日本動物園水族館協会）では、広報戦略会

議を設置し、一般向けにシンポジウムを全国で連続開

催し、生物多様性崩壊の危機に対し、動物園水族館は

何が出来るかを訴える活動を活発に展開している。 

 

２．学芸員の専門性・専門分化 

 日本の学芸員制度は、博物館が実施する多様な業務

に対し、それぞれの専門性が確立されていない。この

夏、ICOM 大会で海外の博物館関係者から、「プロジ

ェクト・マネージャー」「展示コーディネーター」「エ

デュケーション・オフィサー」「インターナショナル・

エンゲージメント・マネージャー」等の肩書の名刺を

いただいた。法律担当の職員もいた。今後日本でも財

政難の現状を考えると、特に広報や資金調達を専門に

担当する人材を配置する必要性がある。また、長期的

にはそれらの担当者に博物館のことを学んでもらう

という形での人材育成が重要である。 

 

３．博物館法の改正とその影響 

 2008 年、博物館法が改正され、これを受け、2009

年に博物館法施行規則が改正され、学芸員養成科目が

増加、2012 年度から博物館に関する科目は 9 科目、

19 単位となった。必修科目としては「博物館資料保

存論」「博物館展示論」等が新設され、大学によって

も異なるが私の勤務先では必修科目を組み換え、学生

の負担は少し増え、教員の負担は著しく増加した。 

この度の法改正は、学芸員の高度専門職化を射程に

入れたものと捉えられるが、日本の博物館では専門に

基づいた分業体制が確立されていない。大型館では採

用に際しては学術研究能力が重視されるが、採用後は

教育事業や事務的業務にも従事することになる。一方、

小規模博物館では「何でもこなしてくれる人」が求め

られ、有資格者でも一般行政職採用となる。学芸員の

高度専門化と言っても、結局現場では、博物館業務全

般に精通した専門性が求められているように思える。 

 

４．博物館実習に望むもの 

 ほとんどの大学では、５日間程度の博物館実習を学

外の博物館に依頼している。実習先では具体的な技術

を習得することは大切ではあるが、現実には期間の制

約から困難だと思う。だとすれば、博物館の魅力を伝

えていただき、例えば友の会の会員やアルバイトスタ

ッフとして実習後も博物館活動にかかわりたいとい

う気持ちを醸成していただければ嬉しい。 

 「近代民主主義を支える装置としての博物館」の目

標は個人の主体性の確立であり、学生に主体性を求め

るだけでなく、博物館や大学で働く人間も、組織の自

律的な運営、研究の保障、事業費の確保、働きやすい

職場づくりに取り組む必要がある。実習の中で、社会

の中の博物館、社会の中の学芸員像が伝わることが大

事ではないか。実際に「使える」学芸員として技術の

伝承は不可欠で、それをどこが担うかが大きな課題だ

が、その一方で、技術だけで終わらせるのではなく、

新しい着想を生み出せる、オリジナリティを追求でき

る、刺激や好奇心が必要だと思う。 

 

瀧端真理子氏（追手門学院大学 教授） 
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質疑応答（抜粋） 

Q.1学芸員に対して、博物館業務全般に精通した知識が

必要ということであったが、その反面、欧米の美術

館・博物館のように、学芸員の分業を「よし」とされて

いる印象を受けた。私個人は学芸の仕事をトータル

に行うには、分業を理想とすべきでないと考えてい

る。先生のお考えはどうか。 

 

A.1 資金調達や広報などを含むマネージメント、つま

り運営面と教育・研究面は切り離すのが良いと

思う。また、教育普及では、学芸員自ら行う方が、

いわゆる「エデュケーター」が行うよりも楽しい

ことが多い。また、制作も行うという「作家」で

もある美術館学芸員のお話が大変充実していた

という私自身の経験もある。ただしマルチにで

きる人は素晴らしいが、必ず過重労働につなが

る。得意分野を生かした分業ができるのなら、そ

の方が良いのではないか。例えば法律の専門家

を雇う仕組みは、現在の公立博物館にはない。事

務系の行政職員のなかで博物館経営の専門家が

育てば良いし、それが理想といえる。 

 

Q.2 これからの美術館・博物館にとって資金調達法が重

要になるだろうが、その方法を教える大学はあるだ

ろうか。 

 

A.2 経済、経営の学生にはそのようなことも学んでほ

しい。博物館資料と関係のない分野の学生でも

博物館で活躍できる可能性はある。大学として

は、ゲスト講師の招聘等で資金調達以外にも著

作権や情報学関係など、新しい分野の知識を学

生に教えられるようにする必要がある。 

(愛荘町立歴史文化博物館 三井義勝) 

 

第２回研修会 
情報交換会「日本の博物館・美術館における外国人利

用の現状と課題～博物館のおもてなしを考える～」 

 

A．趣旨 

博物館・美術館の外国人にとっての重要性が高まっ

ているが、日本において外国人対応を先進的に展開し

ている館は少ない。予算やマンパワーの制約がある中、

外国人利用の促進に関して恒常的な取り組みを行っ

ている館もある。長崎歴史文化博物館の竹内有理氏よ

り、取り組みの現状と課題について講演をいただくと

共に、日本で博物館学を学ぶ 2人の留学生から、日本

の博物館における取組についての強化や要望を伺う。

外国人へ地域文化を発信できる博物館・美術館像を考

える機会とする。 

なお、本研修会は、平成 25 年度文化芸術振興費補

助金・地域と協働した美術館歴史博物館創造活動支援

事業の一環として実施された。 

B．日 時 平成 25年 12 月 15 日(日) 13:30～16:00 

C．会 場 滋賀県立琵琶湖博物館セミナー室 

D．参加者 12 館 26 名（うち加盟館外２名） 

講演概要 

竹内有理氏（長崎歴史文化博物館教育普及グループ） 

「博物館における外国人対応の現況と課題～長崎歴

史文化博物館の事例を中心に～」 

 

 私どもの館が先進的な取り組みを行っているとい

う訳ではないと思うのだが、長崎と言う土地柄は、歴

史的に国際文化都市として発展してきた。また、長崎

歴史文化博物館は長崎県・長崎市が作った博物館で、

中規模館である。そうした館の取り組みを紹介するこ

とで、それほどハードルが高くない取り組みについて

の話ができるのではないかと思う。 

外国人に対して博物館がどういう取り組みを行っ

ているのかは、意外と語られてきたことがない。調べ

てみると、日本博物館協会(2005)「誰にも優しい博物

館づくり事業－外国人対応」、観光庁(2011)「博物館

等の文化施設における外国人旅行者の受入に関する

調査業務」がある。まず、これらの中からデータを御

紹介する。外国人旅行者への調査（観光庁、2011)に

よると、日本の博物館の中で興味・関心のある分野と

しては、関心の高い順から日本の美術工芸品・日本各

地の歴史・日本の自然や生物・日本の生活文化の順で

ある。日本の博物館に関する情報収集方法は、上位か

ら、博物館のウェブサイト・旅行会社のスタッフ・観

光ガイドブックの順である。訪問理由としては、展示

内容、コレクションにひかれた、日本文化や歴史を知

りたいなど。外国語対応を評価する理由としては、館

内表示があった、言葉が通じるスタッフがいた、展示

解説があった、などが挙げられた。また、全国 359 館

を対象とした調査（観光庁、2011)からは、(1)ほとん

どの館が外国人来館者数の集計を行っていない(2)英

語に比べ、中国語・韓国語への対応が進んでいない(3)

国立や大規模施設に比べ、中小規模の施設の対応は進

んでいない、といった点が指摘されている。長崎歴史

文化博物館においても、正確にはカウントできていな

いが、団体予約受付のデータベースを 2 年前に導入

して以来、人数把握ができるようになった。 

 長崎に話を移したい。長崎は、ご存知の通り国際交

流都市である。江戸時代、鎖国の時代に、長崎は出島

を通じて西洋へ開かれており、当時、人口約 6万人の

長崎で約 1万人の中国人が住んでいた。幕末以降は、

外国人居留地が作られ、異国情緒あふれる街へ発展し

ていく。大正 12 年には、長崎－上海間の定期航路が

開設された。現在も、唐寺、卓袱料理など、古くから

国際交流が盛んだった面影が街の至る所に残ってい

る。 

 長崎の外国人の観光客についてだが、長崎は国際船

の寄港地でもある。長崎市観光統計によると、国際船

は、24 年度は 72 隻、乗組員は 12 万 241 人が長崎を

訪れ、過去最高の数値だった。外国人の宿泊者数は、

平成 24 年度は 12万 8519 人。国別でみると、圧倒的

に韓国からの人が多く、半分以上を占める。以下、台

湾、中国、アメリカと続く。 

 長崎歴史文化博物館の取り組みを紹介させて頂く。

2005 年 11 月に長崎県と長崎市が共同で設置し、運営 
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は指定管理者である株式会社乃村工藝社が行ってい

る。職員数は 25 人、接客等のフロアースタッフが 15

人いる。建物は、黒川紀章の設計で、江戸時代に長崎

奉行所が置かれていた場所に、奉行所の建物の一部を

復元している。 

 フロアースタッフは、「あふれる笑顔で旅のお手伝

い」と書かれた黄色いバッチをしている。これは、お

もてなしのシンボルマークとして、長崎県が推進して

いるものである。長崎県では、おもてなし活動 6か条

（心を込めておもてなし、大きな声で明るく挨拶、も

っときれいに！美化活動。手を振り歓迎！観光バス、

「何かあったら」お手伝い。写真で旅の思い出作り）

というものがある。スタッフは朝礼後、接客用語の唱

和をしている。いらっしゃいませ、など。博物館業界

では、いらっしゃいませという言葉は使わないところ

もあるのではないか。接客用語は、お客様に対してお

もてなしの心を見せようという一環として取り組ん

でいる。 

来館者数は、平成 18 年度から、講演会や講座、イ

ベントを見に来る人なども含めた総数と常設展の入

館者とを分けている。来館総数は、23年度は約 40万

人、24 年度は約 45 万人。そのうち、常設展示に入っ

ている人は 3分の 1程度である。22年度は、NHK 大河

ドラマで龍馬伝をやっていた年で、95 万人の来館者

があった。 

外国人の数は、団体予約のあったものについてだが、

23 年度は 32 団体 1606 人、24 年度は 24団体 947 人、

25 年度は 23 団体 1158 人だった。もっと潜在的な需

要はあるので、掘り起こしていかなくてはと考えてい

る。 

外国人利用者 37 人を対象に、アンケートを取って

みたので、その結果をお伝えする。 

英語・中国語・韓国語の三か国語に対応するように

している。リーフレットを英語・中国語・韓国語の 3

か国語で出しているが、これについては、非常に役立

った～役立った人がほとんどを占める。展示室内の外

国語表記は、展示室の入口に見取り図と注意事項を、

日本語・中国語・英語・韓国語で出し、ピクトグラム

もつけている。パネルは、昨年リニューアルをして、 

その際に外国語表記についても考え方を整理した。大

項目のコーナーパネルの解説文については、日本語の

後に中国語・英語・韓国語を、中項目のパネルは日本

語のみとし、タイトルのみ三か国語表記をつけた。こ

れらの解説についての反応は、非常に満足～まあ満足

が多数を占め、まあ好評であった。また、リニューア

ル時にタブレット型の情報端末を 20 機ほど導入し詳

細情報をこの中に入れた。端末のうちの半分の端末に 

三か国語（中・英・韓）が入っているが、外国語対応 

ということに気付いてもらえない、どの端末が外国語

対応かわからないといった声が多く、あとから、端末

の下に「三か国語で見られます」というシールを貼っ 

た。タブレット端末については、80％が利用し、使い 

やすさ、内容ともに満足度が高かった。その他に音声

ガイドも三か国語で用意している。これに対しては、 

 

利用者数が半数以下だった、利用した人は満足してい

た。音声ガイドはリニューアル後に対応しておらず、

これから検討していく。 

希望する外国語のサービスについても聞いた。解説

パネルでの外国語表記、音声ガイド、解説シート、人

による説明が挙げられた。展示物についての説明がも

っとほしい、英語が話せるスタッフがほしい、英語の

ボランティアガイドの説明が非常に役に立った、とい

った意見があった。外国語ボランティア登録は、英語

12 人中国語 3 人だが、ボランティアが常駐している

わけではない。 

その他、博物館に来るまで、道中の誘導サイン表示

にも、気を配る必要があり、三か国語で表記している。

一般の観光客は、事前に来館がわかれば外国語ボラン

ティアに対応してもらっている。あるいは、外国語ツ

アーガイドや通訳が添乗するケースがある。国際交流

員は各自治体で登録されているので、協力してもらう

ことも可能である。 

国際交流にかかわるその他の取り組みでは、関係各

館のコレクションを借りた展覧会を実施し、友好館提

携を進めている。オランダのライデン国立民族学博物

館の日本コレクションの展示、孫文と革命を支援した

長崎出身の梅屋庄吉を取り上げた展覧会、長崎とつな

がりが深い福建博物院のコレクションを借りた展覧

会を実施し、それぞれ関係各館と友好協定を結んだ。

今年は対馬藩と朝鮮通信使という展覧会を行い、釜山

博物館と友好館提携締結の予定である。 

 次に、長崎の他の博物館の事例を紹介する。国立長

崎原爆死没者追悼平和祈念館の平和情報コーナーで

は、被爆者の証言をアーカイブし、読んだり、聞くこ

とができる。それらは三か国語で対応している。また

同館では外国語ボランティアを養成しており、英語

110 人、中国語 30人、韓国語 35 人がおり、その他の

原爆関連の場所の案内も行っている。 

次に、長崎原爆資料館の事例も紹介する。展示は、

タイトルだけでなく、解説文も三か国語で記載されて

いた。平和を世界に向けて発信していく館ならではだ

と感じた。 

福岡市博物館では、英語と韓国語の他に、中国語は

簡体字と繁体字で表記していた。 

まとめると、館それぞれ抱えている現状が違うので、

竹内有理氏（長崎歴史文化博物館教育普及グループ） 
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まず、どのくらいの人数の外国人が、どこから来てい

るのか、現状把握から出発すべきである。二つ目に、

人材の問題がある。専属に人を雇うのは難しいので、

スタッフ向けの外国語研修を行い、最低限の接客対応

はできるようにする。研修は単独で行うのが難しけれ

ば、他館と共同でやってもよいだろう。一つの館だけ

でなく、複数の施設を案内できるような外国語ガイド

が育つとよい。地域に住む外国人や留学生に協力して

もらうこともできる。三つ目に、展示、広報、接客な

ど、組織が大きければ部署をまたがって外国語対応を

どうするかを考えていかなくてはならない。さらに、

館だけで取り組むのでなく、周辺エリアの案内表示な

ど行政も巻き込む必要がある。四つ目に、専門用語の

問題がある。博物館で扱う言葉には、分野ごとに専門

用語があるので、用語集を作っておくのもよい。同じ

ような歴史系の博物館と共有できる。 

様々な環境整備が求められるが、それ以上に、おも

てなしの心が重要だろう。言語の問題でなく、お客様

が何を望んでいるのかを把握し、対応することが大切

だろう。 

 

話題提供１ 

チョウ・チュンニ氏 

（総合研究大学院大学・国立民族学博物館） 

「おもてなし？－外国人から見た日本の博物館」 

 

台湾でアートマネジメントの修士号を取得後、国立

民族学博物館へ留学中である。日本各地で 2000 館以

上の博物館を訪問してきた。皆さんも、外国人として

外国の博物館を見学する経験があるかと思う。外国人

対応は、世界中の博物館とも共通の問題だと思ってい

る。 

事前に友人や家族およそ 40 人に日本の博物館につ

いて簡単なインタビューを行ってみた。行ってみたい

けどツアーに入っていない、デザインがすごい（29歳

台湾デザイナー）、来館者調査が不十分（27歳タイ博

物館学院生）など。これらをもとにＳＷＯＴ分析をし

てみる。 

1 点目に、日本の博物館の強み(Strengths)は、独

特の文化や歴史である。盆栽美術館、うどん博物館、 

着物文化美術館など、日本におけるどんなテーマを知

りたくても、そのテーマの博物館がある。博物館が大

好きな外国人にとって、こんなにうれしいことがない。

次に、数が多い。インターネットミュージアムの登録

関数は 7865 件で、数からみると、日本は博物館大国

である。さらに、デザイン力。日本のデザインは、世

界に周知されており、数々の賞もとっている。博物館 

の展示も、マークやサインなどまで、細かいデザイン

が良く配慮されており、当たり前に思われているかも

しれないが、日本人の繊細で厳密な文化を感じる。 

2 点目に、弱み（Weeknesses）である。まず、ＷＥ

Ｂ利用環境が十分でない。台湾では、各博物館、公共

地域どこでも Wi-Fi スポットがあって、それをつか

って Facebook などで発信したりできる。次に、外国

文 

化に対する意識と認識が十分でない。日本の主な博物

館は日本の他に英語、中国語、韓国語の三か国語だが、

訪問人数の多い台湾向けのパンフレットはない。中国

語と台湾語は同じ文字表記ではない。中国大陸は簡体

字で、台湾と香港は繁体字である。簡体字のパンフレ

ットを繁体字に変換すればよい話だと思うかもしれ

ないが、それは大間違いで、同じ熟語でも、意味が全

く違うことがある。中国大陸だけで使っていて、台湾

人には通じない言葉もある。日本語をそのまま簡体字

にしたり、繁体字にしても意味が通じなかったりおか

しくなったりする。各国の言語における表現、正しい

翻訳をする必要がある。また、中国語を中国の国旗、

英語をアメリカの国旗で表現することがあるが、これ

は同じ言葉を使う他の国の人に失礼ではないだろう

か。世界の言語すべてに対応するのはきりがないが、

国連の公用語である六か国語（アラビア語・中国語・

英語・フランス語・ロシア語・スペイン語）を用意し

て、さらに、自分の博物館のターゲット層が使う言葉

も用意するのが理想だろう。 

3 点目に、機会（Opportunities）としては、観光庁

の支援がある。文化庁、文部科学省の支援はすでに知

っていると思うが、弱みを改善するには、観光庁の支

援を利用すべきだ。日本は観光立国を目指しており、

そのうち、国際観光として、ＭＩＣＥ（企業の会議、

学会、国際展示会、イベントなど。多くの集客が見込

まれるイベントビジネスの総称）の開催誘致の推進、

観光のＩＣＴ化推進、訪日外国人旅行者の受入環境整

備なども行われている。例えば、医学の学会があれば、

会議に合わせて、医学に関連する博物館を案内するな

どが考えられる。さらに、ユニークベニューとしての

取り組みにも可能性がある。ユニークベニューとは、

地域の特性を演出できる特別な会場と言う意味で、歴

史的建物で会議など行う。開催地を強く印象付けると

ともに、ユニークベニューのあらたな魅力を引き出す

ことができる。例えば、京都のお寺では、春夏秋冬の

季節ごとにライトアップして、様々な行事を企画して

いる。普段とは違う雰囲気を、改めて味わってもらう

ことができ、外国人にも好評である。京都国立博物館

でも、音楽と光の演出を行ったことがある。 

4 点目に、脅威（Threats）だが、アジア諸都市の台

チョウ・チュンニ氏 

（総合研究大学院大学・国立民族学博物館） 
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頭があげられる。例えば、韓国では、国立現代美術館

の計画が進んでいる。すばらしい英語のＨＰをつくっ

て、たくさんの外国人を読んでいる。台湾では、多く

の観光ツアーが故宮博物院、国立台湾歴史博物館など

博物館と連携している。琵琶湖博物館も滋賀県の観光

ツアーに組み込んではどうか。 

日本がいかに最高のおもてなしをするかについて、

一番重要なことは、考え方である。暗黙知を異文化に

押し付けないことが大切である。自分の文化を理解し

て、外国人が受け入れる方法を知れば、日本なりのお

もてなしができるはずである。 

 

話題提供２ 

セラ・アン・マントン氏 

（公益財団法人渋沢栄一記念財団渋沢史料館） 

「日本の博物館における外国人向けのサービス：現状

と理想」 

 

 やや理論的な話になるが、外国人向けのサービスを

考える際に参考にしてほしい。 

 おもてなしと言う言葉が流行になっている。日本で

は、丁寧なサービスが世界でも有名だが、博物館では、

丁寧なサービスだけでは足りない。博物館サービスと

は、来館者のすべてのニーズに十分に対応することで

あり、スタッフの対応だけではなく、展示やパンフレ

ットなど博物館が提供しているものすべてに関する

問題である。 

イギリスの visitor studies association は、博

物館来館者の共通ニーズを下記の 11 点にまとめてい

る。(1)安心と快適さ。ベンチやトイレがあり、清潔

でバリアフリーであることなど。(2)レイアウト。ど

こに何があり、何がどこにあるのかが明確である、館

内案内のわかりやすさなど。(3)歓待。館とスタッフ

に歓迎されている。展示とプログラムなどが親しみや

すいだけでなくて、自分自身とその経験につながりの

あるものを展示に見つけることができる。(4)快楽。

楽しめるかどうか。壊れていたりわかりにくい解説が

ないか。(5)社交。博物館は人と人とをつなげる、人

と社会とをつなげる役割を果たす。(6)尊敬。それぞ

れの来館者を一人の人間として、その人の持っている

知識興味関心を認める。わかりにくい情報も、単純す

ぎた 

情報も提供しない。(7)コミュニケーション。信頼性

のある情報を提供するだけでなく、来館者の考えや意

見を博物館が取り入れる。来館者が効くと答えられる

ようなシステム構築。(8)学習。新しい知識や情報。

様々な来館者に様々な学習方法がある。博物館が提供

したい情報だけでなく、相手を考えて、提供する。(9)

選択とコントロール。自ら選んだ範囲と方法で、自由 

に見学できる。(10)自信とチャレンジ。経験や知識を、

適切な半身でチャレンジを与える。(11)元気さ。博物

館を出る時まで生き生きしていること。 

全ての来館者は、全てのニーズを持っているわけで

はないし、もっと特殊なニーズがあることもある。ま

た、同じニーズを持っていても、同じ対応を求めてい

るわけではない。 

外国人と言う一つの言葉でくくるのは、様々な問題

点があるかと思うが、とりあえず、タームとして使っ

てお話する。外国人の来館者が求めているサービスは、

日本人と同じときもあれば、独特の場合もある。 (2)

レイアウトについて言えば、案内シンボルがわかりや

すいが、時々何のシンボルかわからないようなものも

ある。これ何なの、と疑問に思うようなシンボルはよ

くない。実際に伝わっているのかの確認も必要である。 

館内案内が外国語になっている場合も多いが、多くの

場合は、トイレやミュージアムショップの看板までだ。

以前、横浜の日本郵船歴史博物館では、自動販売機の

すべての飲み物のところに英語表記のシールが細か

く貼ってあり、そこまでする館はなかなか無いな、と

かなり印象に残っている。 

(3)歓待と(4)快楽について言うと、展示と、自分が

持っている知識や経験との間に、全く繋がりがないと、

理解も楽しむことも難しい。琵琶湖博物館では、アメ

リカ・カナダの五大湖の展示があり、はっとした。身

近で、普通にあった風景の写真があって、心が引っ掛

かり、興味をもって、カナダの展示を見て、他の国の

展示を見て、見比べた。深く見始めたら、楽しかった

し、勉強になった。何か、来館者が持っている知識や

経験とつながりがあると、引っかかって、さらに興味

を持つことができる。 

(6)尊敬と(7)コミュニケーションについてだが、外

国人は、日本語ができなかったり、できても長い文章

を読むのがつかれる。外国語での情報が必要である。

ただ、内容と言葉と言う２つの問題がある。内容につ

いては、わかりやすさと単純さのバランスがある。日

本人は共通の学校教育を受けているので、徳川家光と

出てくれば、江戸幕府 3代将軍で、家康の孫で、と、

なんとなくわかる。しかし、初めて来日して、日本の

ことがわからない人は、家光どころか、家康、江戸時

代さえもわからない。情報を足す必要があるときもあ

れば、情報をあまり足すと逆にわかりにくくなること

もある。情報を少なくすることも多いだろう。だが、

外国人の来館者に提供する情報を単純化にしてしま

うと、それも問題になることがある。2009 年に、東

京国立博物館で、留学生向けに簡単な日本語で解説を

セラ・アン・マントン氏 

（公益財団法人渋沢栄一記念財団渋沢史料館） 
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するイベントがあったのだが、簡単な日本語で、とな

ったら、内容も単純化してしまった。まるで小学生扱

いをされて、その場を去ってしまった人もいた。外国

人に対して、わかりやすいのに単純ではない話をする

ことは、難しいが、重要である。言葉については、外

国語の開設があったほうが良いが、言葉の間違いが目

立ってしまうと、それしか覚えてもらえないこともあ

り得る。無料の翻訳ソフトは大抵、意味が全く伝わら

ない。大きな誤解を招くこともあるので、気をつけな

いといけない。 

言語についてだが、10種類、14 か国語のパンフレ

ットを用意するといったように、幅広くい言語で限ら

れた情報を提供する館もある。一方で、言語の数を絞

って、例えば英語だけで徹底的に幅広い情報を提供す

る館もある。それぞれの博物館にあったやり方がある。

来館している外国人に声をかけて、どこから館の情報

を入手したのか、駅からの道はわかったのか、館のこ

とはどうだったか、聞いてみると、気づいていないこ

と、色々なことを教えてくれるので、対応がわかるだ

ろう。 

直接聞くだけでなく、ウェブ上では観光案内のサイ

トなどいろいろな形でつぶやきがのっていたりする

ので参考になる。また、地域に住んでいる外国人と協

力すると、自分が住んでいる地域の誇りや知識になる

ので、彼らにとっても、博物館にとってもよいと思う。

一方的なおもてなしだけでなくて、対話をしてほしい

というのが一番大きな願いである。 

 

質疑応答（抜粋） 

Q.1 外国人がどこからどのくらい来ているかを、どのよう

に調べたらよいか。 

A.1(セラ)個人のカウントが難しい。顔立ちだけで判

断するのは失礼にあたる。日本語のレベルも様々

だし、外国からきて近隣に暮らしている人もいる。 

A.1́ (チョウ)実際に行った研究プロジェクトでは、入

館時に、チケットを買う際に、外国人専用窓口を

作り、協力をお願いしたことがある。 

会場からのコメント：外国人とか日本人とかの枠では 

なく、その場に来てくださる人の立場に立って、 

何が困るか、何が不自由になっているか、それぞ 

れの項目に合わせて調べていけばよいのではとい 

う感想を持った。 

Q.2 来館者の対応ではなく、どこまで外国人を呼び込め

るだろうか、という点について。日本に旅行に来た外

国人が、地方の小さな館に、どこまで行こうと思うの

か、可能性を利用者の立場からお聞きしたい。 

A.2(チョウ)私の周りの日本が好きな人は、あまり観

光地に行きたくない。観光バスが行かないところ

に行きたいという声が多い。でも、情報を手に入

れるのが難しい。インターネットでの情報発信が

重要である。外国人は子供ではないので、地元の

バスなどを使ってでも、行けるところはいける。 

A.2́ (セラ)最近は特に、東京、京都行きたいという人

も大勢いるが、それではなくて、本当の日本が見

たい、田舎に行こうとする人が増えている。地元

と連携して、農業ホームステイなどの体験プログ

ラム、一週間滞在する、といった、その一部に博

物館を組み込むなどできれば、マニアックな興味

のある人たちが集まるだろう。 

(琵琶湖博物館 大久保実香) 

 

第3回研修会 
情報交換会 

「博物館・資料館における虫菌害対策の今後」 

 

A．趣旨  

虫菌害対策の現状と取組について㈱坂田墨珠堂の

坂田雅之氏をお招きし文化財修理工房の環境整理と

害虫侵入の防止について講演いただきました。また、

燻蒸作業についてイカリ消毒株式会社の久世康之氏

をお招きし、各博物館等がどのように生かすことがで

きるか、お聞きしました。  

B．日 時 平成 26 年 3月 13 日（木） 13:30～16:00 

C．会 場 大津市歴史博物館 講堂 

D．講 師 坂田雅之氏（㈱坂田墨珠堂）  

  久世康之氏（イカリ消毒株式会社） 

E．参加者 39 館 55 名（うち加盟館外23名<20 館>） 

 

講演概要（坂田雅之氏） 

１．職場の虫菌害対策―現状の見直しー 

建物外周の水たまり排除や樹木伐採を行い、害虫の

侵入経路の遮断を行った。また、飲食場所の固定化、

工房内のゴミ箱撤去、定期清掃を行った。温湿度計の

設置、保存箱収納の他、通気性を確保するためスノコ

状の棚板を活用している。 

 

２．職場の虫菌害対策―環境整理と害虫侵入の防止― 

清掃を徹底し、空気清浄機の使用している。粘着ト

ラップを設置し害虫の侵入経路を遮断している。本紙

搬入に伴う害虫侵入防止を行っている。害虫の捕獲状

況を記録している。室温度管理は、五感と機器を活用

して工房内の環境を整えている。 

 

３．虫菌害被害の実状 

不適切な温湿度環境による虫菌害被害状況例を写

真で紹介し、文化財修理の実状を報告。 

 

４．まとめ 

虫菌害対策の担当者は、研修会に参加して知識を深

める。施設スタッフは、意識を高めなくてはならない。

日常の変化を肌で感じて測定機器で確かめる。虫菌害

対策の考え方を軸に環境に応じた管理方法を構築する。 

 

講演概要（久世康之氏） 

１．文化財虫菌害対策の考え方 

博物館などの建物において考えられる有効で適切

な技術を合理的に組み合わせて虫菌害対策する。資料

保存場所では、建物内の有害生物を制御し、その水準

を維持する。 
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２．虫菌害対策の前提となる調査・清掃施工 

目視による虫菌害、汚れを事前調査し、高性能掃除

機による清掃、脱水ふきん等による拭き上げ清掃で虫

菌害を遮断すると、今後のモニタリングが有効なもの

となる。 
 
３．害虫を発見した場合の対処方法 

直ちに加害を防止すること。その際、害種・被害範

囲・文化財の材質などを見極めて対応策を選定する。

処置方法として燻蒸剤、防虫処理剤、蒸散性薬剤、温

度（低温・高温）、脱酸素が有効で、各対処方法の性

状を説明。 

質疑応答（抜粋） 

Q.1 虫菌害対策の導入前と被害の状況について。 

A.1（坂田）虫菌害対策導入後、被害は生じていない。

粘着トラップなどで虫害を未然に防ぐことが重

要。虫菌害対策の責任者だけでなく、工房内スタ

ッフ全体の責任としてとらえることが重要。 
 
Q.2 虫菌害対策の落とし穴は。 

A.2（久世）虫菌害対策は、システムです。食品工場

では確実に減少している。虫菌被害ゼロを目指し

て身近な所から取り組み、システムが完成すると

改善される。 
 
Q.3 燻蒸ガスの功罪、地球温暖化のなかで虫菌害対策

をどのように考えなくてはいけないか。 

A.3（久世）燻蒸ガスを否定しません。収蔵庫は気密

性が高く、虫菌害対策後の維持は容易。リスクの

高い新収蔵資料の虫菌害対策は必要になる。 
 
Q.4 資料の収蔵方法について 

A.4（久世）図書館で本の処理を行うが、カビは下段

から発生する。床付近の気流を作り、背面に空間

をつくる事が重要。虫菌害対策には、改善すべき

点、詳細事項がたくさんがある。 
 
Q.5 カビの発生した資料の応急処置について 

A.5 一時的対策として刷毛などでカビを払い、アルコ

ール処理します。 

A.5́（久世）カビを払う際の注意点として、マスクを

着用すること。空気清浄器の使用、換気が必要。 

A.5́ （́坂田）虫干しは伝統的なカビ防止です。 

(長浜鉄道スクエア 尾﨑耕介) 

記念事業 
 

滋賀の博物館・美術館逸品展 

「美と歴史のおもてなし SHIGA MUSEUM TOUR」 
 

事業内容 

滋賀県の歴史や自然、文化、美術の魅力と博物館・

美術館を国内外に広く紹介するため、京都文化博物館

にて開催された。 

 

●展覧会 

会 期：平成 26 年 1 月 30 日（木）～2 月 2 日（日） 

会 場：京都文化博物館 5階 展示室 5-3 

入場料：無料 

観覧者：332 人 

内 容：「英語版」ガイドブック作成や県内大学との

連携の成果（※）を活用し、外国人観光客や

在日外国人の多い京都市において、滋賀県の

博物館・美術館の魅力をアピールする催しと

して開催。県博協加盟館のなかから 17 館が、

各館の個性あふれる「自慢の逸品（一品）」

を持ち寄った展示を行った。 

 なお本事業は、国内外に向けて滋賀県内の

博物館・美術館の魅力を継続的に発信するこ

とを目的とした平成 25年度文化芸術振興補

助金事業「滋賀県の博物館・美術館の外国人

利用の促進事業」の一環であり、文化庁の採

択を受けて実施された。 

※平成 25 年 7 月 25 日、滋賀県博物館協議会と環

びわ湖大学・地域コンソーシアムは連携協力に関

する協定を締結 

 

【出品リスト】 

・愛荘町立歴史文化博物館 

 愛智河架橋絵巻 1 巻 

・愛知川びんてまりの館 

 伝承工芸愛知川びん細工手まり 1 口 

・大津市科学館 

巨晶花こう岩（ペグタマイト）  

大津市田上山産出 1 口 

・大津市歴史文化博物館 

 歌川広重 近江八景＜魚栄版＞ 4枚 

・かわらミュージアム  

寺本仁兵衛作 鬼瓦「龍」 1点 

・草津宿街道交流館 

五十三次（人物東海道） 

土山・水口・石部・草津・大津 5枚 

・甲賀市信楽伝統産業会館 

高橋春斎 作 焼締しのぎ壷 1口  

・湖南市東海道石部宿歴史民俗資料館  

 歌川広重 東海道五拾三次 石部<保永堂版> 1 枚 

 

情報交換会風景 
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・滋賀県平和祈念館 

 陶製地雷・手榴弾 信楽焼製 3 口 

・滋賀県立安土城考古博物館 

信長の大船（模型） 1隻 

・滋賀県立琵琶湖博物館 

ビワコオオナマズ（剥製標本） 1点 

・高島歴史民俗資料館 

打下人(うちおろしじん)複顔模型/頭蓋骨（複製） 2点 

・多賀町立博物館 

アケボノゾウ切歯（複製） 1点 

・銅鐸博物館（野洲市歴史民俗博物館） 

 復元銅鐸（昭和 37 年出土 4号鐸） 1点 

・長浜市長浜城歴史博物館 

 羽柴秀吉判物 から川・ふせ・高田百姓中宛 1巻 

 豊臣秀吉朱印状 寺西直次宛 1幅 

 豊臣秀吉像 １幅 

・東近江市近江商人博物館 

 近江商人家訓 

「積善之家必有余慶」扁額（複製） 1枚 

・MIHO MUSEUM 

聖樹と精霊浮彫 1枚 

 

 

●合同ワークショップ 

日 時：平成 26 年 2 月 1日（土）13:00〜16:00 

会 場：京都文化博物館 5階 展示室 5-4 

参加費：無料（ブースによっては要材料費） 

参加者：約 50人 

内 容：「滋賀の博物館・美術館 逸品展」関連イベ

ントとして 2月 1日（土）にワークショップ

を開催。6ブース 8館が参加、各館の特徴を

活かした体験学習や制作体験を実施した。 

 

【実施館】 

・滋賀県立近代美術館 

 「名画で遊ぼう！楽しもう」 

・高島歴史民俗資料館 

 「『高島』について何でもお答えします」 

・東近江市近江商人博物館グループ 

（東近江市近江商人博物館、西堀榮三郎記念 探検 

の殿堂、東近江市能登川博物館） 

 「紋切り」 

・銅鐸博物館（野洲市歴史民俗博物館） 

 「まが玉づくり」 

・MIHO MUSEUM 

 「古代の粘土板づくり」「塗り絵」 

・栗東歴史民俗博物館 

 「竿ばかり体験」 

 

ワークショップ概要 

 県立近代美術館「名画で遊ぼう！楽しもう！」では、

古今東西のさまざまな名画のコピーを切り抜いて台

紙に張りつけ、1枚の「オリジナル作品」を制作。野

洲市歴史民俗博物館のコーナーでは、ろう石を磨いて

古代の勾玉作りの手法を体験できる「まが玉作り」に

多くの参加者が挑戦した。また MIHO MUSEUM からは、

本展に出品された古代アッシリアの石彫レリーフに

ちなみ、古代のくさび形文字を粘度板に刻む「古代の

粘度板作り」や「塗り絵」コーナーがお目見え。高島

歴史民俗資料館では高島市の歴史や文化財について

の質問に館員が答えるカウンターを設置した。東近江

市近江商人博物館グループでは探検家・西堀榮三が残

した雪の結晶の研究にちなんで折り紙を雪文様に切

り抜く「紋切り」体験を行った。栗東歴史民俗博物館

のコーナーでは、昔ながらの測量法「さおばかり」を

紹介。参加者は、復元された「さおばかり」で実際に

野菜やペットボトルの測量に挑戦した。 

 この日は各館からのスタッフに加え、環びわ湖大

学・地域コンソーシアムから４名の留学生がボランテ

ィアとして参加。各ワークショップの参加者対応や会

場運営に携わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(滋賀県立近代美術館 山口真有香) 

展覧会会場風景（京都文化博物館） 

ワークショップ開催状況（京都文化博物館） 
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新規加盟館紹介 
 

ヤンマーミュージアム 

 

 

所 在 地 〒526-0055 

滋賀県長浜市三和町 6-50 

電話番号 0749-62-8887 

FAX 番号 0749-62-8780 

E – m a i l yanmamuseum@yanmar.co.jp 

ホームページ ヤンマーミュージアム  

http://www.yanmar.co.jp/museum 

休 館 日 月曜日、（祝日や振替休日の場合は翌

日）、年末年始 

開館時間 午前 10 時～午後 6時 

（入館受付は午後 5時まで） 

入 館 料 一般 600 円、中・小学生 300 円、   

未就学児無料 有料入館者数 20 名以

上の団体の場合は、100 円引き。 

年間パスポートもあります。 

交通案内 JR 長浜駅より徒歩約 10分（無料シャ

トルバス土・日・祝日のみ運行） 

北陸自動車道「長浜 IC」より車で約 10

分 

駐 車 場 36 台（無料） 
 

館の概要 

 平成 25年 3月 21 日、ヤンマーの創業者・山岡孫吉

の生誕地であり、多数の工場と中央研究所が立地する

湖北長浜の地で、ディーゼルエンジンや農業機械、建

設機械、ボートなどの実物を多数展示した「ヤンマー

ミュージアム」が開館し、新しい企業系博物館が誕生

しました。 

 展示部門ではヤンマーのＯＢボランティアの方が

操縦コーナーにおられて、機械の操作の案内や展示の

解説をされていて見学者には好評です。 

 また、ＪＲ田村駅北には付属体験農園が開

園され、春は田植え、夏は野菜づくり、秋は

稲刈りなどが体験できます。一度は訪れたいお薦め

の１館。    （高島歴史民俗資料館 白井忠雄） 

 

平成25年度 永年勤続者等表彰 
 

 平成25年度の滋賀県博物館協議会表彰は、滋賀県

立近代美術館の北島博子さん、びわ湖アートギャラ

リーの江頭賀己さん、株式会社タイナカの田井中敏

己さんの３名が受賞されました。 

 北島さんは、平成４年６月から滋賀県立近代美術

館の広報宣伝補助員として勤務され、広報資料の管

理や発送業務にあたってこられました。永年にわた

って広報宣伝業務の中心的役割を果たされ、同館の

運営と発展に尽力されています。 

 江頭さんは、平成12年６月からびわ湖アートギャ

ラリーに配属され、展示会の企画・立案から運営まで

携われてきました。展示業務に精励されながら、来館

者に対して、わかりやすく丁寧に解説対応されるな

ど、館員の模範的な存在になられています。 

 田井中さんは、長年にわたり茅葺屋根の葺替に携わ

っておられ、滋賀県指定文化財の伊庭仁応堂をはじめ、

国登録有形文化財の白谷荘歴史民俗資料館の茅葺屋

根の葺替を行ってこられました。若い職人に茅葺の伝

統技術を伝承しながら、伝統的建築物や文化財の保存

維持に多大な貢献をされています。 

（滋賀県立琵琶湖博物館 山川千代美） 

 

【編集後記】 
 今年度は一般社団法人環びわ湖大学・地域コンソー

シアムとの連携協力に関する協定締結にはじまり、毎

日新聞の連載や英語版・日本語版ガイドブックの作成、

逸品展、ワークショップなど県博協の活動が充実した

年度となりました。しかしその反面、これらの活動を

効果的に発信・紹介するための広報活動が追いつかず、

改めて広報の役割についてその重要さを認識するこ

ととなりました。このような反省を踏まえ、広報委員

会としては、ホームページの刷新をはじめ、効果的且

つ迅速な広報手段として情報発信や共有を促進する

ためのツール（blogやSNSなど）の導入を検討してい

きたいと考えております。このことに関してご意見な

どございましたら、ぜひ事務局までお寄せ下さい。皆

様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 (愛荘町立歴史文化博物館 三井義勝) 

   しが県博協だより 第26号 

      平成26年(2014年) ６月５日発行 

   編集・発行 滋賀県博物館協議会 

        〒525-0001草津市下物町1091 

          滋賀県立琵琶湖博物館内 

          TEL 077-568-4811 

         http://www.lbm.go.jp/kenhaku/ 



 

 

滋賀県博物館協議会 加盟館一覧 
 

平成 26年（2014年）  ６月５日 

名  称 〒 所 在 地 TEL FAX 

近江神宮時計館宝物館 520-0015 大津市神宮町 1-1 077-522-3725 077-522-3860 

大津市歴史博物館 520-0037 大津市御陵町 2-2 077-521-2100 077-521-2666 

大津絵美術館 520-0036 大津市園城寺町 33番地 総本山円満院門跡 077-522-3690 077-522-3150 

長等創作展示館・三橋節子美術館 520-0035 大津市小関町 1-1 077-523-5101 077-523-5101 

大津祭曳山展示館 520-0043 大津市中央 1-2-27 077-521-1013 077-521-1013 

滋賀県立琵琶湖文化館 520-0806 大津市打出浜地先 077-522-8179 077-522-9634 

渡来人歴史館 520-0051 大津市梅林 2-4-6 077-525-3030 077-525-3450 

史跡 義仲寺 520-0802 大津市馬場 1-5-12 077-523-2811 077-523-2811 

公益財団法人 膳所焼美術館 520-0837 大津市中庄 1-22-28 077-523-1118 077-523-1118 

建部大社宝物殿 520-2132 大津市神領 1-16-1 077-545-0038 077-545-2438 

滋賀県立近代美術館 520-2122 大津市瀬田南大萱町 1740-1 077-543-2111 077-543-4220 

田上郷土史料館 520-2112 大津市牧 1-8-32 077-549-0369 077-549-0369 

田上鉱物博物館 520-2275 大津市枝町 3-8-4 077-546-1921 077-546-1921 

公益財団法人 木下美術館 520-0016 大津市比叡平 2-28-21 077-575-1148 077-575-1148 

比叡山国宝殿 520-0116 大津市坂本本町 4220 077-578-0001 077-578-0678 

伊香立「香の里史料館」 520-0352 大津市伊香立下在地町 1223-1 077-598-2005 077-598-2005 

大津市科学館 520-0814 滋賀県大津市本丸町 6-50 生涯学習センター内 077-522-1907 077-522-2297 

草津市立草津宿街道交流館 525-0034 草津市草津 3-10-4 077-567-0030 077-567-0031 

滋賀県立琵琶湖博物館 525-0001 草津市下物町 1091 077-568-4811 077-568-4850 

守山市ほたるの森資料館 524-0051 守山市三宅町 10 市民運動公園内 077-583-9680 077-583-9680 

守山市立埋蔵文化財センター 524-0212 守山市服部町 2250 077-585-4397 077-585-4397 

公益財団法人 佐川美術館 524-0102 守山市水保町北川 2891-44 077-585-7800 077-585-7810 

栗東歴史民俗博物館 520-3016 栗東市小野 223-8 077-554-2733 077-554-2755 

国指定重要文化財「大角家」住宅  旧和中散本舗 520-3017 栗東市六地蔵 402 077-552-0971 077-552-0971 

野洲市歴史民俗博物館（銅鐸博物館） 520-2315 野洲市辻町 57-1 077-587-4410 077-587-4413 

びわ湖アートギャラリー 524-0292 野洲市吉川 4187 鮎家の郷内 077-589-4883 077-589-4769 

湖南市東海道石部宿歴史民俗資料館 520-3116 湖南市雨山 2-1-1 0748-77-5400 0748-77-5401 

甲賀市水口歴史民俗資料館 528-0005 甲賀市水口町水口 5638 0748-62-7141 0748-63-4737 

みなくち子どもの森自然館 528-0051 甲賀市水口町北内貴 10 0748-63-6712 0748-63-0466 

甲賀市土山歴史民俗資料館 528-0211 甲賀市土山町北土山 2230 0748-66-1056 0748-66-1067 

甲賀忍術博物館 520-3405 甲賀市甲賀町隠岐 394 0748-88-5528 0748-88-2108 

甲賀流忍術屋敷 520-3311 甲賀市甲南町龍法師 2331 0748-86-2179 0748-86-7505 

甲賀市甲南ふれあいの館 520-3321 甲賀市甲南町葛木 925 0748-86-7551 0748-86-7551 

公益財団法人 滋賀県立陶芸の森 陶芸館 529-1804 甲賀市信楽町勅旨 2188-7 0748-83-0909 0748-83-1193 

甲賀市信楽伝統産業会館 529-1851 甲賀市信楽町長野 1142 0748-82-2345 0748-82-2551 

ＭＩＨＯ ＭＵＳＥＵＭ 529-1814 甲賀市信楽町田代桃谷 300 0748-82-3411 0748-82-3414 

滋賀サファリ博物館 529-1802 甲賀市信楽町黄瀬 2854番地 2 0748-83-0121 0748-83-0122 

かわらミュージアム 523-0821 近江八幡市多賀町 738-2 0748-33-8567 0748-33-8722 

滋賀県立安土城考古博物館 521-1311 近江八幡市安土町下豊浦 6678 0748-46-2424 0748-46-6140 

近江日野商人館 529-1603 蒲生郡日野町大窪 1011 0748-52-0007 0748-52-0172 

世界凧博物館東近江大凧会館 527-0025 東近江市八日市東本町 3-5 0748-23-0081 0748-23-1860 

木地屋民芸品展示資料館 527-0201 東近江市蛭谷町 178 0748-29-0430 0748-29-0430 

財団法人 日登美美術館 527-0231 東近江市山上町 2068-2 0748-27-1707 0748-27-1950 

東近江市近江商人博物館 529-1421 東近江市五個荘竜田町 583 0748-48-7101 0748-48-7147 

観峰館 529-1421 東近江市五個荘竜田町 136 0748-48-4141 0748-48-5475 

滋賀県平和祈念館 527-0157 東近江市下中野町 431 0749-46-0300 0749-46-0350 

手おりの里、金剛苑 529-1204 愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131 0749-37-4131 

愛荘町立歴史文化博物館 529-1202 愛知郡愛荘町松尾寺 878 0749-37-4500 0749-37-4520 

愛荘町立愛知川びんてまりの館 529-1313 愛知郡愛荘町市 1673 0749-42-4114 0749-42-8484 

財団法人 豊会館 529-1174 犬上郡豊郷町下枝 56 0749-35-2356 − 

多賀町立博物館 522-0314 犬上郡多賀町四手 976-2 0749-48-2077 0749-48-8055 

ダイニックアストロパーク天究館 522-0341 犬上郡多賀町多賀 283-1 0749-48-1820 0749-48-1961 

彦根城博物館 522-0061 彦根市金亀町 1-1 0749-22-6100 0749-22-6520 

米原市近江はにわ館 521-0072 米原市顔戸 281-1 0749-52-5246 0749-52-8177 

米原市醒井宿資料館 521-0035 米原市醒井 592 0749-54-2163 − 

醒井木彫美術館 521-0035 米原市醒井 95 0749-54-0842 0749-54-0842 

米原市柏原宿歴史館 521-0202 米原市柏原 2101 0749-57-8020 0749-57-8020 

伊吹山文化資料館 521-0314 米原市春照 77 0749-58-0252 0749-58-0252 

長浜市長浜城歴史博物館 526-0065 長浜市公園町 10-10 0749-63-4611 0749-63-4613 

長浜鉄道スクエア 526-0057 長浜市北船町 1-41 0749-63-4091 0749-63-4011 

成田美術館 526-0056 長浜市朝日町 34-24 0749-65-0234 0749-65-0234 

長浜市曳山博物館 526-0059 長浜市元浜町 14-8 0749-65-3300 0749-65-3440 

国友鉄砲の里資料館 526-0001 長浜市国友町 534 0749-62-1250 0749-62-1250 

竹生島宝厳寺宝物殿 526-0124 長浜市早崎町竹生島 1664-1 0749-63-4410 − 

湖北野鳥センター 529-0365 長浜市湖北町今西 0749-79-1289 0749-79-8022 

冷水寺胎内仏資料館 529-0251 長浜市高月町宇根 308-1 0749-85-3209 0749-85-3209 

財団法人 布施美術館 529-0205 長浜市高月町唐川 339 0749-85-2363 0749-85-2363 

ヤンマーミュージアム 526-0055 長浜市三和町 6-50 0749-62-8887 0749-62-8780 

白谷荘歴史民俗博物館 520-1837 高島市マキノ町白谷 343 0740-27-0164 0740-27-1000 

高島歴史民俗資料館 520-1111 高島市鴨 2239 0740-36-1553 0740-36-1554 

比良美術館 520-1142 高島市鹿ヶ瀬岩倉 75-1 0740-37-0777 0740-37-0778 

 


